
 

５月 18 日（土）に、東北大学川内南キャンパス文科系総合講

義棟経済学部第 2 講義室にて、２０２４年度宮城県考古学会総

会・研究発表会を開催しました。 

 

【総会】10：00～10：50 

 佐久間光平会長から開会の挨拶があり、続いて議長団を選

出し下記の審議事項 6件について議事が行なわれました。   

審議事項 

  （１）議案第１号  2023年度事業報告 

（２）議案第２号  2023年度収支決算報告 

（３）議案第３号  宮城県考古学会細則の一部改正（案） 

（４）議案第４号  2024年度事業計画 （案） 

（５）議案第５号  2024年度収支予算 （案） 

（６）議案第６号  役員改選（案） 

（７）その他  

報告事項  

（１） 東日本大震災復興調査成果活用実行委員会の解散 

及び宮城県考古学会普及員会次期役員について 

  （２）東日本大震災復興調査成果活用実行委員会について 

  （３）宮城県考古学会普及委員会について 

  （４）その他 

 以上の各議案について担当幹事（議案第１・３・４・６号は佐藤

敏幸幹事長、第２・５号は及川謙作総務代表幹事から説明があ

り、審議の結果、議案第１号から第４号まで可決承認されました。 

 報告事項では報告１東日本大震災復興調査成果活用実行委

員会の解散及び宮城県考古学会普及員会次期役員について、

報告３ 宮城県考古学会普及委員会について佐藤敏幸幹事長

から、報告２ 東日本大震災復興調査成果活用実行委員会に

ついて長島榮一活用実行委員会委員長から報告がありました。 

【研究発表会】11：00～16：45 

 東北大学大学院文学研究科・宮城県教育委員会・仙台市教育

委員会の共催のもと、一般研究発表および特集「南東北の縄

文時代の漆文化を考える」を開催しました。特集では下記の通

り、趣旨説明と講演、口頭発表、座談会を行いました。 

 最後に、鹿又喜隆副会長から閉会の挨拶があり、本会は終

了しました。 

〇一般研究発表 

船木 實 ・ 相原 淳一 

 「登米市の縄文遺跡を考える上での北上川と佐沼低地の地史」 

 

〇特集「南東北の縄文時代の漆文化を考える」 

特集趣旨説明 田村正樹（七ヶ浜町教育委員会） 

報告① 大場亜弥（栗原市教育委員会） 

「山王囲遺跡の発掘調査成果について－低湿地調査と出土

漆製品を中心として－」 

講演 蒲生侑佳（明治大学大学院文学研究科） 

「縄文時代前期の漆工芸」 

報告② 片岡太郎（弘前大学人文社会科学部） 

「X線CTによる漆製品の構造解析の成果と課題－山王囲遺

跡出土の漆製品を中心として－」 

報告③ 水戸部秀樹（公益財団法人山形県埋蔵文化財センター） 

「押出遺跡の漆工芸について」  

報告④ 三浦武司（公益財団法人福島県文化振興財団遺跡調査部） 

「前田遺跡出土の漆製品と福島県内出土の漆関連資料」 

 座談会 

コーディネーター 田村正樹 

上記発表者、佐藤建夫（漆職人、佐藤漆工房ギャラリー漆木舎） 

【成果報告】 

○当日は 84名（会員55名、会員外29名）の参加があった。 

○今年も研究発表会を対面方式で開催することができ、発表

者・参加者の別なく、活発な情報共有・課題検討の場とすること

ができた。今後もより一層の内容充実に努めたい。 

○一般研究発表では 1 件の発表があり、会場から活発な質疑

があった。 

○特集研究発表では特集『南東北の縄文時代の漆文化を考え

る』と題して、南東北（宮城、山形、福島）の縄文時代の低湿地

遺跡から出土した漆製品についての報告４件と全国的な視点

から講演１件をいただき近年の研究成果が紹介された。最後に

発表者と漆職人を交えた座談会を開催した。 

○発表会については好評であった。特集の最後に座談会を行

い、異なる分野（漆職人）の視点を交えることで、考古学研究で

は気付かないことも多く、漆の奥深さを理解していただけたの

ではないかと考えられる。 

〇本会閉会後に懇親会を行い、約３０名の参加があった。 

【今後の課題】 

○開催等に関する情報発信については、約１ヶ月前から HP、

連絡紙での周知を行ったほか、新たに学会 SNS（Ｘ・旧 twitter）

でも周知を行った。今後も情報の周知についてどのような方法

があるか、さらに検討を行い、会員外、一般向けにPRしたい。 
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博物館・展覧会・イベント等情報 



【石巻市博物館】 

●第 8 回企画展「牡鹿柵、桃生城と海道の蝦夷の反乱―神亀

元年から 1300年、宝亀五年から 1250年―」 

〔会    期〕６月１日（土）～７月2１日（日） 

〔開館時間〕9：00～17：00（入館は 16：30まで） 

〔休 館 日〕月曜日 (月曜日が祝日の場合はその翌日)  

〔観覧料金〕一般 600円、高校生300円、小中学生200円 

【岩沼市民図書館】 

●第 43 回文化財企画展「原遺跡って、どんな遺跡？―原遺跡

第７・８次調査速報展―」 

〔会    期〕５月１5日（水）～８月25日（日） 

〔開館時間〕10：00～17：00 

〔休 館 日〕月曜日 (月曜日が祝日の場合はその翌日)、 

館内整理日（月末の水曜日）  

〔観覧料金〕無料 

【名取市歴史民俗資料館】 

●第17回企画展（なとり市史企画展）「THE横穴墓わーるど 

～熊野堂横穴墓群の世界～」 

〔会    期〕７月７日（日）～９月22日（日） 

〔開館時間〕9：00～16：00 

〔休 館 日〕月曜日 (月曜日が祝日の場合はその翌日)  

〔観覧料金〕無料 

■関連イベント 

名取の歴史講座「横穴墓の世界」 

〔日 時〕８月10日（土）13:30～15:00 

〔講 師〕李スルチョロン氏（名取市史編さん専門員） 

〔会 場〕名取市歴史民俗資料館 体験学習室 

〔参加費〕無料 

〔申 込〕要（定員 40名）７月27日（土）9:00より受付 

 歴史民俗資料館にお電話または直接ご来館ください 

〔問合せ〕名取市歴史民俗資料館 TEL：022-724-7935 

なとり市史講演会「東北・関東の終末期古墳から見る７世紀」 

〔日 時〕11月９日（土）10:30～12:00 

〔講 師〕藤澤 敦氏（東北大学学術資源研究公開センター・ 

総合学術博物館教授） 

〔会 場〕名取市文化会館 中ホール 

〔参加費〕無料 

〔申 込〕要（定員300名） みやぎ電子申請サ 

ービス（右記QRコード）にて受付 

第27回 東北・関東前方後円墳研究会宮城大会 

〔日 時〕11月9日（土）13:00～17:00、 

11月10日（日）9:00～16:00 

〔会 場〕 名取市文化会館 中ホール 

〔主 催〕東北・関東前方後円墳研究会※参加費無料、申込不要 

●大野田古墳群 

〔所 在 地〕仙台市太白区大野田 

〔調査主体〕仙台市教育委員会 

〔調査期間〕６月３日～９月下旬（予定） 

●陸奥国分寺跡 

〔所 在 地〕仙台市若林区木ノ下地内 

〔調査主体〕仙台市教育委員会 

〔調査期間〕５月１３日～７月下旬（予定） 

●仙台城跡 

〔所 在 地〕仙台市青葉区川内 

〔調査主体〕仙台市教育委員会 

〔調査期間〕６月17日〜９月（予定） 

●高江遺跡 

〔所 在 地〕仙台市宮城野区岩切今市東 

〔調査主体〕仙台市教育委員会 

〔調査期間〕７月〜９月（予定） 

●第27号（2025年５月発行予定）の原稿募集 

投稿希望の方は 2024年11月30日までに、第26号掲載の

投稿申込みフォームにて下記アドレスまでお申込みください。

投稿申込みフォームは宮城県考古学会ホームページからもダ

ウンロードが可能です。応募多数の場合は早めに受付を終了

いたします。原稿締切りは 2025 年 1 月 31日です。【原稿の種

類】①論文（22頁以内）②研究ノート（12頁以内）③展望（12頁以

内）④資料紹介（8 頁以内）ほか。書式等の詳細は会誌第 26 号

を参照願います。 

＜連絡先＞梅川隆寛（会誌幹事会代表） 

E-mail：miyagikoukogaku@gmail.com 

●第26号の訂正について 

 本文中に下記の通り訂正箇所がございました。深くお詫び申

し上げますとともに、訂正させていただきます。 

 p.144 註7) 最終行 「追堀」→「落堀」 

 p.249  引用・参考文献 10 行目  「（1999）」→ 「1999」 

なお、図等の訂正を含めた正誤表につきましては、宮城県考古

学会ホームページおよび会誌第27号に掲載させていただきます。 

会費は一般会員が 4,000円、学生会員が 1,000円、家族会員

が 5,000円です。未納の方は、お早めにお支払い下さい。 

 宮城県内の文化財担当職員や学芸員の採用情報を募集して

おります。提供していただいた情報は、当会 Web サイトにて公

開いたしますので、よろしくお願いいたします。 

＜連絡先＞ 矢内 雅之（連絡紙代表幹事） 

        E-mail：info@m-kouko.net（宮城県考古学会） 

 考古学に関する情報や寄稿、会員通信等をお寄せ下さい。 

また、ご意見ご要望もお待ちしております。 

 本会 Web サイト（https：//www.m-kouko.net/）では、本会連絡

紙のほか、お寄せいただいた情報を随時掲載いたしておりま

す。発掘調査情報、学会、イベントなど考古学に関する情報を

お寄せください。 

＜連絡先＞ 矢内 雅之（連絡紙代表幹事） 

        E-mail：info@m-kouko.net（宮城県考古学会） 

県内発掘調査情報 

会誌 『宮城考古学』 について 

会費の納入をお願いいたします 

文化財担当職員・学芸員の採用情報を募集しております 

情報・寄稿などをお寄せ下さい！！ 

mailto:miyagikoukogaku@gmail.com

